戦火に 焼け だされて 以来 音信不通だった マリ マリ 先 

生と いふ 洋画家の 御 夫婦が タイタイ 先生と いふ 小説家 

を 訪ねて きた。 

マリ マリ 先生に はたった 一人の 娘が ある。 十八で 女 

学校 を 卒業して 今年 十九で あるが、 ちかごろ 恋をする 

から 説教に 及んでくれ とい ふので ある。 

ところが タイタイ 先生 は 情痴 作家の 張本人と いふ 天 

下 に 悪名 の 高い 先生で、 御 当人が 内閣 情痴 部と い ふ や 

うなと， J ろで 御 説教 を 受ける ， J とが あ つても、 人 の 恋 

路に御 説教の 柄で はない。 恐縮した の は 無理から ぬと 

ころで、 



が、 戦火で 都落ちまで マリ マリ 夫人 は タイタイ さんと 

よんで ゐて、 先生な ど、 はよ ばなかった もの だ。 妖気 

が こもって ゐ るから、 世の中で 結婚した 御 婦人 ほど 怖 

ろしい もの、 ない タイタイ 先生 は、 首 をす くめた。 

マリ マリ 嬢 はち かごろ 夕方に なると 家 をで、 十 一 時 

半 か 十二時 ごろに 戻って くる。 そのうちに 酔っ払って 

帰って きた。 着物 をぬ ぐと き 帯の 間から 百 円 札が 三枚 

バラ/^ 落つ こったので 問 ひつめ たと ころが、 さる 酒 

場で 働いて ゐ るの ださう だ。 ちょ ッと 待って ね、 と 言 

つて マリ マリ 嬢 は 部屋の 隅から 古 雑誌 を 一 冊 ぬきだし 

てきた が、 雑誌に はさんだ 百 円 札 を 五 枚 ぬきだした。 



これ あげる、 そっちの 三百 円 私に ちょうだい、 と 言つ 

て 五 百 円と 三百 円 を 交換して、 おやすみ、 と 言って 布 

団を かぶ つ てね てし まった さう だ。 

「主人が ふだんだら しないから こんな ことになるんで 

すの よ。 おなか y へった、 ごはんが タラ フクた ベたい、 

肉が たべたい、 お 魚が たべたい、 お 酒が のみたい、 タ 

バコ がの みたい、 一 日中 ブッ ブッ こぼし 通しなん です 

もの、 だから あの 子 だって 見て ゐられ なくな るんで す 

よ」 

「アツ ハ ッ ハ。 自然に 腹の 底から 出て くる 言葉 だから 

仕方がない。 見て くれた まへ。 こんなに 痩せて しまつ 



たぜ」 

むかし 酒ぶ とりだった マリ マリ 先生 はたし かに かな 

り 痩せて ゐた。 人 一 倍 美食家 だから この 時世に ぼやき 

つ、 V ける の も 無理がない。 親ゅづ り の 資産 は 封鎖 さ れ 、 

物 交の 品々 は 家 もろとも 焼き払 はれ、 絵 は 金に ならな 

いとき てゐ るから、 からくも 都の 一 隅に 見つけた 六 畳 

一 間に 親子 三人 一 陽 来復 を 待ち かねて ゐる 次第で、 先 

生 は 絵の ほかにお 金 をもう けた ことが ないから、 全然 

つぶしが きかない ので ある。 おまけに 人に 弱 身 を 見せ 

たくない たちだから 人に 窮状 を 見せる のが 癩で 友人に 

ハガキ で 住所 を 知らせる こと すら やらず、 むかしお 



「それなん です よ。 先生」 

マリ マリ 夫人 は 何 食 はぬ 顔で 腹蔵な く 喋らせて おい 

て、 にわかに 針の ある 目で ひと にらみした。 これ だか 

ら 女房と いふ 階級 は 油断が ならぬ。 

「うちの チン ピ ラは 先生の 愛読者な ん です のよ。 私共 

が 説諭 を 加へ ますと ね、 石頭 だから 新時代が 分らない 

と 申します のよ。 タイタイ 先生なら そんな ふうに 仰 有 

る 害ない から、 行って お 話う か、 V つてち やう だいなん 

て、 ほんと に 先生、 あさましい 作家に おなりです こと 

ねえ」 

「アツ ハツ ハ」 



カバ 力し いや、 だなん て、 先生の 御 本に はちゃん とさ 

う 書いて あるんだ なんて 申し ましたよ。 女房よ リはォ 

メカ ケの 方が はるかに 高い 生き方 だなん て、 先生、 よ 

くま ァ そんな」 

「分りました。 思想に 於て 拙者の 高弟と いふ わけです 

な。 実践の 事実に 就て おきかせ 下さい」 

「その 方面が どうい ふ もの だか、 僕らに は 分らな いん 

でね。 た > 娘の 宣言に よると、 これから 恋愛 を はじめ 

る さう でね、 してみ ると、 まだ 恋愛 はして ゐな いとい 

ふこと になる。 そこで 君に お 願 ひに 上った わけで」 

「お 願 ひだなん て、 あなた は 勝手な お喋り はよ して 下 



タイタイ 先生 は 情痴 作家の 張本人 だの 邪教の 教祖な 

ど 、よばれて 悪銭 を 山の 如く 稼 いで ゐる やう に 思 はれ 

てゐ るが、 実は ャミ巿 の バラックで からくも カス トリ 

焼酎な ど、 いふ ものに ゥッを 散 じて ゐる 御身 分 だから、 

麗人が サ— ビスに でる 酒場な ど へ は 足ぶ みした ことが 

ない。 せっかく 情痴 作家と も あらう 者が、 一度 はそん 

なと こ ろで 豪遊して みた いもの だ、 あ、 残念 だ と 日頃 

身の つたな さ を 悲しんで ゐ たこと だから、 ィャ ィャな 

がら 引受けた くせに、 実は 内心 勇みた ち、 あっち こつ 

ちの 雑誌 社で 無理算段 を 重ねて、 ともかく 予定の 金額 

がふと ころに 钠 まった ときには、 にわかに 紀国 g 文 左 



ひこ ませて おくのよ。 だから ゥヰ スキ— 召 上れ」 

「ィャ ィャ。 カス トリ 焼酎」 

タイタイ 先生 は 身に つ いた スタイリストの 本領に よ 

つて、 焼酎 をのむべき ところで ゥ ヰスキ ー は 飲まない 

の だと 思 ひこんで ゐ るが、 実は ケチ のせ ゐで、 カスト 

リを 飲んでも 侮られな いと 見極める と、 あくまで カス 

トリ をのむ にすぎないの である。 

こ、 の マダム は 三十ぐ らゐ のちよ つと 清楚な 美人 だ。 

ある 日 マリ マリ 嬢が デパ —„ ^を ぶら ぶ らして ゐ たら、 

重荷 を ぶらさげて 歩きな やんで ゐる マダム を 認め、 荷 

物 を 半分 持って やった。 店まで 持って きて やって、 



つ て、 ブ ッブッ 不平 を こぼす ことし か 知らない のです 

もの。 だから タイタイ 大 先生から ゥンと 御 説教して い 

た、 V くと い、 のよ。 して 下す つたで せう、 先生の こと 

です もの」 

「ところが ダメ なんだ よ。 あべ こべ に やられて しま つ 

て。 実は 君、 タイタイ 大 先生と も あらう ものが 羞 しい 

話 だけれ ども、 こ、 に 一大 強敵が あってね、 女房と い 

ふ 傲慢 無智な 階級に 対して は、 なんとしても 敵し 難い。 

煮ても 焼いても 食へ ない とい ふの は、 あの 連中 だ。 物 

の理 はもう あの 連中の 耳に はと、 V かないん だね。 いか 

なる 悪漢 も 改悛の 余地 は ある。 しかし、 女房 はも はや 



の もの だ。 惚れない 人 を 惚れさせる 薬 だから、 飲ませ 

る チャンス はない の だよ」 

「飲ませれば、 尚き くで せう」 

「四 五 人 取 揃へ た あかつきに、 これ を 飲ませる つもり 

ゝ ヽ I 

力 レ」 

「さ うぢ やなく つてよ。 その 一人 一 人から、 私の 方が 

飲ませて もら うのよ。 なんとかなら ないか しら。 今の 

ところ、 自信がない のです もの。 先日、 駅まで 送らせ 

て、 手 を 握らせて みたの だけど、 気持の わるい ものな 

のね。 なんとなく、 うるさくなる ばかり なんです もの 

むかむかし ちゃって、 横ッ面 をヒッ バタき たくな つち 



たもの だ。 

然し、 実験者 は 天才で はない。 又、 生涯 を その 道に 

殉 じょうとい ふその 道の 鬼で もない ので ある。 実験に 

失敗す ると それまで V、 元の モク アミ、 実験の 疲れ だ 

け 余計な シミを 残した やうな もの だ。 

実験から 実験へ、 更により 良き 結果 を もとめて、 そ 

の 生涯 を 実験室で 終る やうな ガ ル ソン ヌ はめった にゐ 

ない。 所詮 一度で やめて しま ふ 実験な の だから、 大事 

な こと は、 その 唯一 の 実験の 課題の 程度が 高い こと、 

せめて それが 問題 だが、 マリ マリ 嬢の 実験 課題 は タイ 

タイ 先生の 粗雑な ノ— ト からで、 きて ゐ るので、 タイ 



いと 口 もっかめ ない の だ。 大 先生 の 学説 は 言下に ミヂ 

ンに フン サイされ てゐ るので ある。 あさましい 限りで 

あった。 

「さ ァ、 出よう。 帰らう や」 

大 先生 は 返事 を ごまかして、 座敷から マリ マリ 嬢 を 

突き だし さうな 邪険な こと をした。 マリ マリ 嬢 はくす 

ぐった いの を こらへ る やうに 身体 をち y めて クック ッ 

笑った が、 大 先生 を ふりむいた 目 は 澄んで ゐた。 

「先生、 ずいぶん 無理す るの ね。 ほんと は 泊り に 行き 

たいくせ に」 

大 先生 はも はや 芸を だしきって、 やむなく 怒った顔 



によって 威厳 をと りつく ろった。 然し 顔 付に 似合 ふや 

うなうまい 返事が でゝ こない ので、 黙って グイ グイ 押 

しゃって 勘定 を 払って 外へ でた。 

「君のお 店まで 送って あげる から 別れよう」 

「え ゝ 」 

しばらく 沈黙が つ y い てから 言 つ た。 

「先生 も 案外 ゥブ なのね」 

「学説に 反した かね」 

「反した 方が い、 のよ、 あんな 学説。 私、 ほんと はダ 

ラク、 きら ひよ。 先生 も、 ダラ ク しちや、 いやよ」 

「よろしい。 しない」 
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